
• 市環境基本計画は、市環境基本条例の基本理念を実現するた
め、良好な環境を保全するとともに、より良い環境の創造を目指し
て平成１２年に策定したもの。
→詳細は以前配布した計画冊子を参照願います。

• 第三期計画の計画期間は、令和３年度～令和１２年度
（１０年間）

市環境基本計画とは 1資料１



⇒令和７年度に計画の見直しを行うことが必要

計画の中間見直しの必要性 2

第三期環境基本計画（抜粋）

•毎年度ごとの点検・評価結果や社会状況の変化などに適切
に対応するため、令和７年度（2025 年度）に中間評価を
行います。

•中間評価にあたっては、同時期に策定が見込まれる本市の最
上位計画である第六次大野市総合計画後期基本計画との
整合性を図りつつ、市民や審議会などの意見を聴きながら、
重点施策と数値目標またはその目標値について検討を行い、
必要に応じ、本計画の見直しを行います。



環境保全対策審議会委員の役割 3

• 環境保全対策に関する基本的事項を調査審議する。
（環境保全条例第35条）

• 環境上の基準を定める（変更、廃止する）場合に意見をする。
（環境保全条例第６条）

• 市環境基本計画に基づく施策に対し、意見・提言をする。
（市環境基本計画）

【役割】

【任期】

２年間

※現行委員の任期は、令和６年５月１日～令和８年４月30日

（委員を交代する場合は残任期間）

↑令和７年度に特にお願いしたい部分



中間見直しに向けたスケジュール（案） 4

審議会等 時期 内容 参考

審議会委員への
書面による意見徴集

３月中旬～３月下旬
•計画見直しの基本的な考え方の提示
• アンケート（案）の確認

アンケート

市民・事業者向け
４月11日～４月30日
小中学生向け
５月９日～５月26日

• アンケート発送・回収
市民向け９００通
事業者向け１００通
小中学生向け４２１通

審議会① ７月２日（水）

• アンケート結果の報告
• R3～R6施策の取組状況及び成果に対す
る評価（中間評価）

•計画（方向性）の提示

審議会② １０月頃９月中旬 •計画（素案）の提示

審議会③ １２月頃 •計画（最終案）の提示 →議会説明・庁内の最終確認

見直し完了 令和８年２月頃

今回


